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はじめに  

 

ブラジル社会は、この 2 年ほどの間に大きく変貌してしまっている。前大統領のルー

ラ政権時に、飛躍的な経済成長のシンボルとしてワールド・カップ・サッカー、オリン

ピックの開催国として名乗りを上げ、これらを契機に更なる経済成長を遂げることが、

この国の念願となっていた。また、世界経済もこの 2 年ほど前までは、中国を中心とす

る大きな勢いに支えられ好景気であり、原油価格も、1 バレル 100 ドルを超え、この念

願の経済成長は、容易に達成しうる限定路線となっていた。 しかしながら、特にこの

1 年ほどの間に、ブラジル経済は、世界経済の冷え込みとともに、原油価格の暴落、更

には、当該原油に関係深い国営石油会社ペトロブラス社を巡る政官のブラジル史上始ま

って以来の大規模汚職（総額 200 億レアル超日本円換算約 1 兆円）により、政治行政は

コントロールを失い、ブラジル社会全体が混迷の状況となっている。これらの関係で、

先般進出した日本の造船会社も、非常に苦しい状況となっている。  

しかしながら、このような状況下にあっても、ブラジルは、資源大国・農業大国であ

り、物資が豊かな国であることには変わりはない。また、様々なインフラが未整備で、

特に交通インフラが広い国土に比して不足しており、この国が持つ豊富な資源や農産物

のメリットを経済効果として十分には活かし切れてない国でもある。その意味で将来の

可能性は、非常に大きなものがありポテンシャルも高い国である。海洋資源開発の分野

に的を絞ってみても、そこに豊富なガスや石油等の資源が存在する以上、いずれは、そ

れが必要とされる状況が来る。また、その時期はそれほど遠くはないと思料される。確

かに、この数年で育成されつつあった海事産業クラスターも、現在では壊滅的な打撃を

受けている旨の話を聞くが、このような時こそ、上記でも述べたように、いずれまた隆

盛の時期が来るブラジルの海洋開発に対し、その周辺状況等関連情報をしっかり収集・

把握し、改めて適切な機会を捉え、また進出すべき時期を伺うことが必要であると思料

する。  

本調査結果の内容は、この 1 年の激変のブラジル情勢のため、最新情報とは言えない

部分もあるが、なるべくその時点で最新を盛り込むべく心掛けた。一定の情報は盛り込

まれており、ブラジルの海洋開発関係産業の現況把握や、今後の予測に役立つものと思

料する。  

今後のブラジルの造船・海事産業の展望は、短期的には非常に厳しいところであるが、

永年ブラジルで活躍実績を有する日系企業の幹部曰く、「ブラジルは 10 年・20 年のビジ

ネス」とのこと。今回の調査が、ブラジルの海洋開発関連市場に興味をお持ちの皆様の

参考となり、ビジネス発掘に少しでもお役に立てれば幸甚である。  

 

ジェトロ・サンパウロ事務所船舶部  

（一般社団法人日本中小型造船工業会共同事務所）  

ディレクター（船舶部長） 禮田 英一  
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第 1 章 海事産業の概況  

 

ブラジルは、現在、政治、経済、社会面などあらゆる面で問題が山積みで、海洋開発

にポテンシャルを見出そうとした国内の海事セクターを直撃している。経済面では、

2015 年の国内総生産 (GDP)はマイナス 3.8％、インフレ率は 11%に迫るスタフグレーシ

ョンに陥った。2010 年時点で GDP 比 2％だった財政赤字は、昨年 10％に拡大、失業率

は 8.5％を超え、政策金利も 14.25％と世界でも際立った水準にある。また、対ドルレー

トが過去 12 ヶ月で 32％下落した結果、割高になる輸入舶用品と高率関税の加算で、コ

ストの競争力も減殺され、政府周辺を巻き混んだ Lava Jato 汚職問題やペトロブラス社

の需要の減退も明確になり、市場の拡大を期待した海事産業全体が制御不能な混乱状態

にあると言える。このような中、2003 年以来、海洋エネルギー開発や造船産業育成を掲

げ 13 年間に亘り長期政権を握り、一時は、国民の圧倒的支持を得て来た労働者党への

信頼も失墜した状況にある。  

現在置かれている厳しい状況を、造船セクター全体が、失意を持って受け止めており、

一刻も早い市場環境の改善が望まれる。  

 

 

1．1 造船セクターと課題  

1－1－① 造船セクターの発注状況  

ブラジル造船工業会（SINAVAL）が昨年 12 月に纏めた統計によると、造船所従業員

の数は、2015 年末現在 57,048 名。昨年一年間で約１万 8 千人減少した。  

（注：この統計には、12 月に経営難でトランスペトロ社が発注していた船舶建造の工事

を中断した EISA Petro Um 造船所の 2 千人の解雇人数はまだ反映されていない） 

 

図表－1 造船所の従業員数  

  

造船所従業員の数  

2015 年 12 月 15 日現在  

1 月  2 月  3 月  4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  12 月  

南東部  42.474 43.448 40.16 38.671 38.086 37.334 36.545 32.587 26.566

南部  15.172 15.447 14.051 14.122 16.108 16.083 15.985 15.866 15.258

北部  9.585 9.195 11.188 9.81 9.497 8.655 8.482 8.927 8.678

北東部  7.627 7.504 6.677 7.322 7.39 7.155 6.683 6.712 6.546

計  74.858 75.594 72.076 69.925 71.081 69.227 67.695 64.092 57.048

 

  

－ 1 －
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◎2004 年－2014 年上半期までのブラジル造船関連就労者の推移  

リオデジャネイロ州、ペルナンブーコ州、アマゾナス州の順に就労者数が多く、過去

10 年間で 1 万 3 千人から 8 万 2 千人と 6 倍以上に増加した。  

 

＊日本政府や我が国造船所による人材育成面の協力分野がブラジル造船セクターへの貢

献度が高い分野の一つとなっている。人材育成計画がスタートされ、既に、ブラジル

人技術者の日本への招聘も行われた。  

 

図表－2 発注残（2015 年 12 月統計）：236 隻 

タイプ  隻数  補足  

バージ類  148 河川用コンボイ含む  

タグボート  16 港湾、オフショア  

オフショア支援船  25 生産設備や海中工事支援  

ドリルシップ  19 深海掘削用  

タンカー  4 原油及び製品輸送  

プラットフォーム船体5 

モジュール  9 
14 FPSO 

潜水艦  5 海軍向け  

ガスキャリアー  5 トランスペトロ向け  

計  236  

 

トランスペトロ社により発注されているタンカーやガスキャリアーは、12 月時点で、

9 隻に減少した。Eisa Petro Um 造船所の建造ストップ、EAS 造船所のスエズマックス

タンカー（4 隻）、Vard Promar 造船所のガスキャリアー (5 隻 )の 9 隻となっている。

Vard Promar 造船所では、発注されていた 8 隻の内、2 隻がキャンセルされ、1 隻が既

に引き渡しを終えており、残りは 5 隻となった。  

－ 2 －
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図表－3 タンカー、ガスタンカーのバックログ  

造船所  場所  船種  隻数  船主  

Eisa Petro Um
RJ 

Niterói 
製品船  0＊  

トランスペトロ  

（建造中断）  

Estaleiro 

Atlântico Sul* 

PE 

Suape 
SuezMax 4 同上  

Vard Promar 
PE 

Suape 
ガス船  5 同上  

Total* 9 

＊各社の建造状況に関する詳報なし  

 

図表－4 オフショア支援船の発注残  

造船所  場所  船種  隻数 補足  

Vard Niterói 
RJ 

Niteroi 

PLSV - Pipe Lay 

Support Vessel 
2 

船主 : DOF – Technip

引渡し : 2016 e 2017

Aliança 
RJ 

Niteroi 
PSV 1 CBOグループ  

Eisa* 
RJ 

Rio de Janeio
PSV 0 

Cliente: Brasil 

Supply 

Estaleiro paralisado.

São Miguel 
RJ 

São Gonçalo 
PSV 4 Bravante 

Wilson Sons 
SP 

Santos 
OSV 2 

WSUT他  

 

Oceana 
SC 

Navegantes 
AHTS 4 CBOグループ  

Keppel 

Singmarine 

SC 

Navegantes 

PSV 4500 Fluid 

Carrier 
1 

Guanabara 

Navegação Ltda 

Keppel 

Singmarine 

SC 

Navegantes 

PSV 4500 General 

Cargo 
1 

Guanabara 

Navegação Ltda 

Navship 
SC 

Navegantes 
MPSV 8 Bram Offshore 

Detroit 
SC 

Itajaí 
PSV 2  Starnav; 

Total** 25  

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 3 －
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図表－5 ブラジルの石油生産プラットフォームの発注残 

造船所  場所  船種  隻数 補足  

船体関係  

Rio Grande 
RS 

Rio Grande 
FPSO船体  3 

P-69, P-70, P-71. 

(P-68, P-72、P-73は  

中国建造 ). 

Inhaúma 
RJ 

Rio de Janeiro

FPSO船体改造

(Cessão onerosa)
2 

P-74 

P-76 

(P-75, P-77は中国建造 ).

計    5  

モジュール  

BrasFELS 

RJ 

Angra dos 

Reis 

モジュール搭載  3 

FPSO Cidade de 

Itaguaí. 

FPSO P-66  

FPSO de Tartaruga 

VerdeとMestiça. 

Brasa 
RJ 

Niterói 
建造及び搭載  2 

FPSO Cidade de 

Marica, 

FPSO Cidade de 

Saquarema. 

EBR 

RS 

São Jose do 

Norte 

搭載  1 FPSO P-74 

Techint-Technip 

PR 

Pontal do 

Paraná 

搭載  1 
P-76 – Integração de 

módulos no Paraná. 

QGI/(COSCO) 
RS 

Rio Grande 
搭載  2 

P-75 

P-77 

計  9  

 

図表－6 ブラジル造船工業会資料によるドリルシップの発注残 

（未確定部分が多い） 

造船所  隻数  補足  

Kawasaky Heavy 

Industries 
4 

Operatorは、ペトロブラス社と直接サービス

契約を結ぶOdebrecht oil & Gas社  

BrasFELS (RJ) 6 
2隻はKeppelfels造船所の直接ファイナンス。

昨年12月に、建造が中断され、2千人を解雇

Jurong (ES) 7 2隻はSembMarine Corpがファイナンス。  

Estaleiro Rio Grande (RS) 2 
China Offshore Oil Engineering Corporation

が出資に興味を示していると言われる . 

計  19  

 

  

－ 4 －
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図表－7 ブラジル造船所の船台状況 

タイプ  隻数  補足  

バージ  148 河川輸送用コンボイ含む  

タグボート  13 港湾、ターミナル使用  

オフショア支援船  32 海上生産設備などの支援  

ドリルシップ  19 深海鉱区開発用  

タンカー  29 トランスペトロ社向け  

プラットフォーム  17 オフショア鉱区生産開発  

潜水艦  5 ブラジル海軍向け  

ガスキャリアー  8 トランスペトロ社向け  

パトロール船  4 ブラジル海軍海軍向け  

コンテナ船  3 沿岸輸送用  

バルクキャリアー  1 ボーキサイト輸送用  

計  279  

(*)2015 年 8 月時点の発注残  

 

 

1－1－② 課題と総括  

【課題】  

2011 年までルーラ政権の下で 2003 年から進められてきた政府・ペトロブラスが一体

となったエネルギー開発と造船セクターの拡大・共栄政策は、ジウマ大統領の第 1 次・

第 2 次政権にも引き継がれたが、昨年来、大きな踊り場に差し掛かっている。ペトロブ

ラス社は、昨年 10 月と今年 1 月、従来進めて来た生産計画を大幅に下方修正し、現在、

石油開発・生産部門の責任者を含む役員を刷新し新たな体制の下で、投資計画の戦略的

見直しを図ろうとしている。  

現在、ブラジルの造船産業界を含む海事セクターは、この直面している厳しい状況を

乗り切ろうと喘いでおり、今後の政府、ペトロブラス社の動向を注視している。  

我が国の造船・舶用産業界としては、このようなブラジルの不安定な状況の中、各自

が現在ブラジル市場で抱える課題や今後の取り組み手法や可否を検証しつつ、ブラジル

側が今後公表する中長期計画を良く吟味して行く必要がある。  

資源開発の分野には、海事セクターにおける将来に向けた相互のニーズもあり、引き

続き、 日伯両国の間で、貢献の形を最新化し、補完し合って行くべきであり、その前提

として、ブラジル側には、海外企業もしっかり取り組める市場環境の改善に期待したい。  

以下、大手造船所を含むブラジル造船セクターに散見される一般傾向として見られる

技術面の基本課題を挙げてみた。  

 

●造船セクターの技術獲得についての課題。造船所が、国内外の技術コンサルタントな

どから基本設計を購入し、建造するケースが常態となっており、造船所内に詳細な設

計技術を理解・実践するリソースが育っておらず、社内で自己解決できる能力が低い。

また、造船クラスターが、性急に立ち上がったことで、最新技術に対する知識に疎く、

新技術の工作・資材調達などの人材養成のための十分な時間がなかったことも、造船

所の建造能力獲得・向上の足枷となっている。  

－ 5 －
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●EPC 企業による生産設備等の部分入札で、関係者間で共通の認識や突合せもなくバラ

バラ調達・建造されるケースが多いので、造船インダストリーの発展に望ましい工程

管理の面で齟齬が発生する可能性が高く、結果として、建造途中での工事内容の変更

なども生じやすくなり、建造遅延につながることが多い。  

 

インダストリーとしての造船産業では、設計開始・建造開始・エレクション・コミッ

ショニング・デリバリーという大きなフローと、基本設計出図、詳細設計出図・大型艤

装品の搭載・ラフブロックの搭載スケジュールや切断開始・中組・中組ブロック・それ

らの搭載などが複雑かつタイムリーに組みあがって行くことで生産効率も向上して行く。

プラントの建設に慣れたペトロブラス社や海上の大型設備などを手掛けて来た EPC を

中心に建造が進んでゆく造船フローでは、（プラントのような独立した案件をこなす場合

と違い）他の建造案件や船台の全体調整が難しくなり、納期の管理やコストダウンにも

支障が出る。  

また、ブラジル造船セクターが期待した需要の大幅減退が基本問題の一つでもある。

ブラジルの造船セクターは、近年、ペトロブラス社の海洋開発を中心に内需のニーズに

対応する形で進められてきており、ブラジル政府が計画造船する支援船など特定船舶の

建造奨励策に沿う形で実施されている。  

造船クラスターは、政府施策やペトロブラス社の需要予測を背景に商談を取り込んで

きたが、ペトロブラス社を取り巻く環境の激変による投資計画の下方修正や案件先延ば

しで急ブレーキがかかった。造船所の中には、設備投資や増強した工場労働者の解雇や

一時待機などの措置では対応が追い付かず、更生手続きに入った造船所も出るなど、深

刻な問題も発生している。  

ブラジル市場を考えた場合、政治・経済の動向を十分踏まえつつ、次の点を念頭に置

くことをお勧めしたい。  

 

（1）造船セクターは、中長期的に見た海洋開発の動向と今後の造船需要の分析・検証、

政府施策、規制緩和についての動向を注視  

（2）舶用機械市場については、ペトロブラス社及び他開発企業による生産計画の動き

と EPC 及び造船セクターの状況を注視する必要がある。ペトロブラス社案件が延

期、縮小されていることで、海洋開発に関連する設備や船舶の需要が減退しており、

売り込み先や手法を慎重に見極めて行くことが肝要となろう。他方、ブラジル市場

には、増加する穀物輸出に対応する形で恒常的に存在する河川や沿岸航行船舶等の

建造需要も存在し、中期的な視野に立てば、船種を絞り込んだ販促製品の展開も考

えられるところである。特に、アマゾン水系や南部ラプラタ水系沿いにある河川造

船所や域内船主の今後の動向に目を向けておくことには意味があると考えられる。 

（2）港湾セクターでの市場開拓の可能性について。ブラジルでは部材・製品物流の大

部分が国営・州営の幹線道路を使用したトラック輸送より行われており、輸送手段

の６割以上を占めている。ブラジル政府もこの現状を改善すべく、近年、バランス

のとれたロジスティックモダルシステムの構築に向けた検討を行っている。政府に

－ 6 －
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よる港湾オペレーションの民営化の動きを視野にいれ、新鋭の港湾関連設備や機器

などが売り込める新しい市場のニーズにアンテナを向けておく価値はある。  

（4）現地側のパートナー選定も重要な課題である。外国企業が、ブラジルにおいて造

船関連ビジネスを進める際に重要なことは、自社製品のセールスエージェントであ

れ事業パートナーであれ、現地側で名実共に信頼できるパートナー企業や市場を知

る人材の確保が重要なテーマとなる。日伯間の物理的距離や、企業経営文化や歴史

の違いなど、日本企業が直面する難しい課題であり、パートナー選定にあたっては、

十分な検証が必要である。  

（5）その他の参考事項  

・ブラジル市場には、ローカルコンテント政策があり、国家石油監督庁（ANP）の下

で運用されている。市場活性化のために、今後、政府による緩和・見直しの動きも

みられるので、政府の方針とペトロブラス社や現場造船産業界の動向をモニターし

て行く必要がある。  

・ペトロブラス社の案件については、現状、これまで要求されている CRCC と呼ばれ

る会社登録（ベンダーリスト）が求められており、市場にアプローチする際は、初

期段階で念頭に置く必要である。特に、プレサル海洋開発分野で必要とされる主要

機器・資材は、実績に裏付けられた技術、製品であることが求められる。  

・海洋開発では、サブシー技術の研究開発が必須分野であるが、今後わが国で開発さ

れるサブシーシステムや機器の売り込みが考えられる場合は、ブラジル市場をマー

ケティング相手国の一つに加えることが重要である。  

  

また、一般制度上の理解を深めることに加え、通常ブラジルコストと呼ばれている、

以下のようなポイントへの認識も必要である。  

 

●税制問題 

資材、部品、設備の輸入、販売、利益に課せられる高率で多岐にわたる複雑な税金コ

スト。正規雇用の従業員にかかる租税・社会保障負担コスト（給料と同額が上乗せ）。

そのための会計処理コスト。  

●世界最高水準の金利  

現行の政策金利は 14.25%で、現地資金調達コストが高い。  

●インフラ不備（非効率なロジスティック）  

高い輸送コストと保管料、各種通関チャージ、輸入税、船荷税、工業製品税、商品流

通税、社会保険融資納付税、社会統合プログラム税、そのほか検査費用等  

●労務問題  

正規労働者に有利な労働法規と労働者保護の訴訟制度。長期ストによって受けるマイ

ナス影響。時間がかかる非効率な行政手続き。  

●治安問題  

治安の不安に対処するためのセキュリティ・コスト。  
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【総括】  

ブラジルが置かれている現在の環境を踏まえると、短期間に海事クラスター市況の回

復が期待できる状況にはない。我が国海事セクターとしては、ブラジル市場が、今後と

も、ペトロブラス社の海洋開発から派生する需要を軸に展開して行くことを前提として、

その基本となる生産計画や進捗状況、また、政府が実施する施策等の動向を正確に把握

して行くことが肝要である。  

舶用機器メーカーが引き続きブラジル市場にアプローチを行うに際しては、直接的ある

いは間接的に、正確な情報収集に努め、オフショア開発分野の今後の発展に密着した事業

展開を行う優良な顧客造船所や EPC 企業の復調するタイミングを注視して行くことが望

ましい。他方、中長期的な視野の下では、輸出拡大に向けた農作物の増産を背景とした河

川や沿岸輸送船舶の建造ニーズ、ブラジル北部や東北部で拡張される港湾分野などそれら

必要な機器類に関する情報収集・分析を深めて行くことで、自社製品の売り込み先として

の新しい顧客層の開拓分野としてチャレンジ出来るのではないかと思料する。  

 

 

1．2 海洋セクター市場の動向  

1－2－① 掘削設備  

2015 年度にオペレーションに投入された掘削船の隻数は、ほぼ 2008 年と同様の規模

にまで減少し、99 か所の坑井で 46 隻の掘削船が作業を行った。操業にあたった隻数は、

前年度に比べ 33%の減少となる。掘削船の減少は、ペトロブラス社の用船キャンセルや

投入予定時期の変更によるものだが、加えて、ブラジルが 5 年間の鉱区入札を手控えた

ことで、この時期に実施される掘削作業の必要性が減少していた事にも起因していると

考えられる。  

ブラジル市場は、ペトロブラス社以外の掘削船の投入市場として、2006 年から 2011

年にかけて順調な伸びを示し、2011 年時点では、ペトロブラス以外の企業 12 社が、92

か所の坑井で掘削を実施した。ピーク時は、年間、15 隻が新たなオペレーションに投入

されるまでになったが、その後市場がシュリンクし、開発案件の先送りや、それによる

掘削船の建造見合わせなども続き、その後市場がシュリンクし続け、昨年度は 4 隻の投

入にとどまっている。  

ペトロブラス社は、2012 年時点で、ブラジル海域に投入されている掘削船の 81％を

使用していたが、2015 度には、46 隻に減少している。  

この 2 年間の掘削分野の特徴は、ブラジル海域における掘削作業が、超深海鉱区に集

中して来たことで、特に昨年度は、掘削された 99 か所の内、62(全体の 63％ )が水深 2000

メートル以上の海域、特に、ペトロブラス社が開発を行っているサントス堆積盆のプレ

サル鉱区で集中的に実施されている。  

一方、水深 400 メートルまでの浅い海域では約 17%、中間水深では 20%の割合で掘削

が実施されている。なお、昨年、掘削本数で、初めてカンポス堆積盆（36 本）をサント

ス堆積盆（50 本）が抜いた。  

  

－ 8 －
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図表－8 ペトロブラス社がブラジル海域で操業した 

ドリルシップ船隻数の推移 

 

 

 

図表－9 ペトロブラス社とそれ以外の企業のドリルシップ隻数内訳 

 
 

 

図表－10 ドリルシップ市場占有率（ペトロブラス社とそれ以外の企業）

 

  

その他  

－ 9 －



 

13 
 

図表－11 水深別のドリルシップ操業隻数の推移  

 

 

 

図表－12 ペトロブラス社が用船した掘削船分類 

 

  

N/A 

浅い海域  

中水深海域  

大水深海域  
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図表－13 ペトロブラス社が深海鉱区でオペレート中の掘削船数  

 

 

 

図表－14 ペトロブラス社の掘削船用船相手  
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図表－15 ペトロブラス社向け操業中掘削船リストと用船料事例  

 

 

(参考 ) 格付け会社が、米系大手掘削会社の格付を見直し。  

市況の低迷で、米系掘削会社の格付けが一斉に降下した。  

3 月に入り、Moody’s 社が Diamond Offshore 社（Baa2 から Ba2）、Ensco 社 Baa2

から B1）、Noble 社（Baa3 から B1）、Rowan 社（Baa3 から B1）の格付けを投資グレ

ードから投機的グレードに引き下げた。見通しは“Stable” . 

Transocean 社は、これまでも投機グレードであったが、Ba2 から B2 に下がった。格

付け企業によると、油価の低迷と、キャッシュフローの不安定さ、掘削設備など資産価

値下落などを主な理由に挙げ、収入減により負債の返済も困難であるとみている。  

Moody’s は、市場の回復を 2018 年とみており、石油会社が投資や新規開発を手控え

ていること、掘削会社が新規に発注していた設備の引き渡し時期に入っていることなど

で、供給と需要のバランスが崩れており、短期的には用船市況が上昇しない環境にある

ことも不安材料としてあげている。  

オペレーター  船名  タイプ  深度（フィート）  契約開始年月 契約終了年月  用船料（千米ドル）
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大手掘削企業の一つである Ensco 社の以下の図表 16 によると、過去一年以上の市況

が今後も続くと 2017 年までに 100 隻の掘削船が市場から消える。  

同社自身は、自社保有船を 2010 年からの 5 年間で 21 隻売却、今後更に 12 隻を売却

する予定。  

 

図表－16 掘削船の市場動向  
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1－2－② 生産設備  

 

図表－17 2015 年度上期における生産鉱区と設備  

 

 

  

生産プラットフォーム  

鉱区  

プラットフォーム  

鉱区  

プラットフォーム  
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図表－18 プレサル鉱区に投入されている FPSO 事例  

 

 

図表－19 サントス堆積盆で操業する FPSO の日産処理量（2015 年 9 月時点） 
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（参考）ブラジルで建造されているＰＳＶの建造コスト構成  

グラフは左から、船殻 /機器 /パイピング /電装 /船体・甲板 /艤装 /塗装関係 /生産   

 
 

 

図表－20 プレサルの FPSO 

 

（参考）FPSO の場合の建造コスト構成  

下項目（左から）船殻 /機器類 /パイピング /電装 /船舶機器 /インスツルメンテーション /空

調関係 /通信機器 /セキュリティ設備 /管理保全 /組立・コミッショニング。  

－ 16 －
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図表－21 Importado:輸入ポーション、Nacional:国産ポーション 

 
 

1－2－③ 支援船  

2015 年、市況の低迷で支援船用船数が減少、支援船船主協会 (ABEAM)によると、2015

年末現在、ブラジル海域で操業している支援船数は 427 隻。その内、259 隻がブラジル

籍、外国籍が 168 隻となり、2014 年末から本年 1 月までの間に 73 隻の外国籍船がブラ

ジル海域を離れ、現在、5 年ぶりに、ブラジル国内にあるブラジル籍支援船の隻数が、

外国籍支援船の隻数を超えた状況となった。この傾向は続き、当面海外からの用船契約

隻船舶の更改も行われないと考えられる。  

 

図表－22 ブラジル海域にある国籍別支援船隻数の割合  

 

 

ブラジル籍船  外国籍船  
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図表－23 2015 年末時点における支援船オペレーターの状況 

2014 年から 2015 年度下期までの支援船企業各社の用船契約隻数の増減率  

 

 

 

図表－24 支援船の増減タイプとブラジル籍船の内訳 

 

 

 

 

増減した支援船のタイプ  ブラジル籍支援船の内訳  

－ 18 －



 

22 
 

図表－25 支援船発注状況（2015 年 9 月時点） 

estaleiro 地域  船の種類  数  補足  

Vard Niterói RJ 
PLSV-Pipe Lay 

Suppport Vessel
2 船主DOF-Technip 

Aliança RJ PSV 2 CBOグループ  

Eisa RJ PSV 4 
Brasil Supply Estaleiro em 

recuperção 

São Miguel RJ PSV 4 Bravante 

Wilson, 

Sons 
SP OSV 4 WS Ultratug他  

Oceana SC AHTS 4 CBOグループ  

Keppel 

Singmarine 
SC 

PSV 4,500 Fluid 

Carrier 
1 

Guanabara Navegação 

Ltda. 

Keppel 

Singmarine 
SC 

PSV 4,500 

General Cargo 
1 

Guanabara Navegação 

Ltda. 

Navship SC MSPV 8 Bram Offshore 

Detroit SC PSV 2 Starnav 

合計  32  
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図表－26 支援船会社の市場シェア（2015 年上期）  
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図表－27 タイプ別発注支援船（2015 年 9 月時点）  

種類  造船所  数 顧客  

PSV 

(Platform Supply Vesel) 

Aliança 

(Niterói / RJ) 
2 CBOグループ  

São Miguel 

(São Gonçalo / RJ) 
 Bravante 

Detroit 

(Itajaí / SC) 
4 Starnav 

Keppel Singmarine 

(Navegantes / SC) 
2 不明  

Eisa 

(estaleiro em recuperação)

(Rio de Janeiro / RJ) 

2 Brasil Supply 

AHTS (Anchor Handling 

Tug Supply Vessels) 

 

Oceana 

(Navegantes / SC) 
4 CBOグループ  

MPSV (Multi-Purpose 

Support Vessel) 

 

Navship 

(Navegantes / SC) 
8 Bram Offshore 

OSV 

(Offshore Support Vessels) 

Wilson Sons 

(Santos / SP) 
4 Wltratug他  

PLSV 

(Pipe Lay Support Vessel) 
Vard Niterói / RJ) 2

DOF – Technip Entregas:

2016年と2017年  

合計  32 
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図表－28 2016 年までに用船が終了予定の支援船 (2015 年 8 月 ) 
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図表－29 ブラジル海域で操業する支援船事例 

AHTS – Anchor Handling Tug Supply 

 

PSV – Platform Supply Vessel 

 

OSRV - Oil Spill Recovery Vessel 

 

Fast Boat / Crew Boat 

 

  

Well Stimulation Vessel 

 

CSV - Construction Support Vessels-1 
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CSV - Construction Support Vessels-2 

 

RSV – Research Supply Vessel 

 

  

MPSV – MultiPurpose Supply Vessel 

 

DSV – Diving Support Vessel 

 

  

DSV – Diving Support Vessel-2 

 

 

 

PLSV – Pipe Laying Support Vessel 

CONSTRUCTION/FLEXLAYNG/ 

PIPE LAY 
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第 2 章 エネルギー産業の概況  

 

1998 年に国家石油監督庁 (ANP)が設立され、1999 年に第一次鉱区入札を実施、以降

2013 年に最初のプレサル鉱区の入札が実施されるまでの歴史が図表 -30 に示されている。  

 

図表－30 国家石油監督庁の設立と石油ガス鉱区入札の推移  

 

 

ブラジルの石油開発の形式は、1995 年の石油法第 9478/9496 号に規定した“生産コ

ンセッションの策定”でスタートした。Federal Union（国家石油監督庁が窓口）が鉱

区開発分野の統括監督機関として発足し、その後、2010 年には、プレサル鉱区の開発・

生産を前提とした新法を制定、第 1 次プレサル鉱区の入札を契機として Social Fund と

プレサル鉱区の開発に特化する専門機関 PPSA(Pre-Sal Petroleo S.A.)が新たに設立さ

れた。  

PPSA 社は、政府・鉱山エネルギー庁の所轄の下、Union（連邦政府）に属するプレ

サル鉱区のガス・石油の生産協力契約のすべての管理・監督を行っており、国家石油監

督庁（ANP）と共に、ブラジルエネルギー分野の基本政策の実施機関として活動を始め

ている。 

PPSA 機関の役割と活動内容等については図表 -31～35 に解説されている。  
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図表－31 PPSA の主要な役割  

 

 

 

図表－32 活動状況  
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図表－33 コンセッション制度とプロダクトシェアリング制度  

 

 

 

図表－34 生産分与制度  
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図表－35 PSA(生産分与協定 ) 

 

 

 

図表－36 プレサル鉱区の生産の状況  
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2．1 石油・天然ガス鉱区入札の推移  

以下の図表は、2013 年に実施された 3 か所の鉱区入札の結果をまとめたものである。 

 

図表－37 2013 年度の鉱区入札  

 

 

 

図表－38 2013 年の 3 か所の入札結果  
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図表－39 libra 鉱区開発用に予定される生産設備と支援船隻数  

 

 

 

2－1－① 第１回プレサル鉱区入札  

2013 年、将来の国家エネルギー計画の柱とすべく、ブラジル政府が最も注力したサン

トス海盆の Libra 鉱区を対象としたプレサル鉱区入札第１号案件が実施され、ペトロブ

ラスを中心とするコンソーシアムグループが単独入札を行い落札した。落札金総額 150

億レアル（約 70 億米ドル）。コンソーシアムメンバーは、ペトロブラス社（40％）、英

蘭系シェル社（20％）、仏系 Total 社（20％）、中国国営の CNPC 社（10％）、同 CNOOC

社（10％）で、現在、掘削及び長期にわたる検証作業を実施中である。同コンソーシア

ムグループは、一定のローカルコンテント率を履行する義務があり、探鉱段階で 37％、

現在予定している 2021 年までの生産開始までの開発段階で 55％、2022 年以降、生産移

行後は 59％が課せられている。  

 

 

  

－ 30 －
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図表－40 Libra 鉱区の周辺  

 

 

図表－41 プレサル鉱区入札実施案内の一部 

 

  

Libra 鉱区と  

その周辺  

プ レ サ ル 海 域  

L i b r a 鉱 区  

Pe t r o b r a s グ ル ー プ の プ レ サ ル 海

域

P e t r o b r a s グ ル ー プ の ポ ス ト サ ル

鉱 区
P e t r o b r a s の プ レ サ ル 鉱 区  

P e t r o b r a s の ポ ス ト サ ル 鉱 区  

－ 31 －
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図表－42 サントス堆積盆の様子  

 

 

 

図表－43 プレサル鉱区入札案内の解説  

 

 

－ 32 －
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図表－44 プレサル鉱区入札案内の解説  

 

 

図表－45 Libra 鉱区の 3D 試験海域  

 

サントス堆 積盆の Libra

鉱 区 で 実 施 さ れ た 3D試

験エリア  

空港  

ターミナル  

船舶のルート  

距離  

鉱区エリア  

資料収集エリア

調査地域  

全体調査範囲  

Libra 鉱区の場所  

（注）  

－ 33 －
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図表－46 ペトロブラス社が掲げている Libra 鉱区開発における  

技術チャレンジ内容  

 

 

 

図表－47 リオデジャネイロ州にある  

ペトロブラス社の中央技術研究センター  

 

－ 34 －



 

38 
 

◎超深海国開発及びプレサル鉱区開発への技術面チャレンジ  

ペトロブラス社は、取り組むべき技術チャレンジ分野のテーマを次のように纏めている。 
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図表－48 開発設備に必要な主要設備機器の必要数 

Item Unit TOTAL 

Wet Christmas Trees un 440

Subsea Wellheads un 440

Flexible flowlines km 8.000

Manifolds un 80

Tubing and Casings t 1.100.000

Umbilicals km 2.200

Pumps un 2.200

Compressors un 460

Winches un 350

Cranes un 60

Structural Steel T 830.000

Generators un 80

Filters un 480

Flares un 20

Storage Tanks un 600

 

  

－ 40 －
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2－1－② 第１次～第 13 次鉱区入札の推移  

 

■第 13 次鉱区入札  

 

入札対象鉱区（陸上ブロック：Amazonas、Parnaíba、Recôncavo、Potiguar 地域。

海 上 ブ ロ ッ ク ： Sergipe-Alagoas 、 Campos 、 Espírito Santo 、 Pelotas 及 び  

Camamu-Almada 地域）：  

 

266 ブロックの入札を実施。落札されたのは 2 か所のオフショアブロックと 37 か所

の陸上ブロックと低調であった。ペトロブラス社や Shell、Exxon、BP、CNOOC など

は入札に参加せず。事前審査に通過していた 40 社の中で入札に参加したのは、17 社で、

そのうちの 11 社がブラジル国内の企業であった。  

2 か所の海上鉱区は、Sergipe-Alagoas堆積盆と Reconcavo堆積盆にあるブロックで、

両ブロックとも Queiroz Galvão Exploração e Produção (QGEP)が落札。落札額は総額

1 億 21 百万レアルと報告された。  

昨年 12 月 10 日、国家石油庁（ANP）は、先に実施された第  13 次石油鉱区入札で外

した小規模の対象鉱区の再入札を実施すると発表している。入札には 21 社が特別入札

委員会（CEL）の事前審査を通過しているという。Bahia州、Espírito Santo州、Maranhão

州、Paraná 州、Rio Grande do Norte 州にある生産が行われていない 6 か所の堆積盆内

の 8 地域にある小規模の埋蔵区が対象になっている。その入札では、これまで、経済性

の理由から投資が行われていない、あるいは生産を中断している小規模投資の対象とな

りそうな石油ガス鉱区を選定し、中小規模の企業に焦点を当てている。  

 

図表－49 第 12 次鉱区入札までの油価の推移  

 

2008 年時点では 140 ドル直後に 40 ドル近くに落ちた時点

で第 10 字入札を実施。  
第 11 次、 12 次入札は、油価が 120 ドルから 100 ドルに油

価の推移する中で計画が進められた。  
第 13 次入札が行われた 2015 年 10 月時点の油価水準はそ

の後、一度も戻ることなく 50 ドルを切ったレベルで実行さ

れた。  
話題となった、第 1 次レサル入札時点では、 100 ドルを超

えていた。  

－ 41 －
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図表 -50 は、第 1 次から第 12 次までの入札参加希望を表明した企業数の推移を示して

いる。第 13 次鉱区入札の希望登録数は 40 社であったものの、実際参加したのは 17 社

に止まった。  

 

図表－50 第 1 次～12 次鉱区入札に参加表明した企業数の推移  

 

 

■第 11 次鉱区入札  

 

上記図表 50 に示されるように、入札参加に興味を表明した企業数は 72 社と過去 2 番

目を記録した。  

この第 11 次鉱区入札には、最終的に、2 か国 39 社が参加、総額 28 億レアル（当時

の為替換算で 14 億米ドル）の落札額を記録、対象となった 289 ブロックの内、約半数

の 142 鉱区が高額で落札されている。  

ペトロブラ社が最大の落札者（539.9百万レアル⇔当時の為替 1米ドル約 2 レアルで、

約 270 百万米ドル）となり、次いで、BG グループ（415 百万レアル⇔207 百万米ドル）、

BP（261.3 百万レアル⇔130 百万米ドル）、Chevron（31.4 百万レアル⇔16 百万米ドル）、

BHP Billiton（30.2 百万レアル⇔15 百万米ドル）の順となっている。大手石油会社の

中には、ブラジル企業とコンソーシアムを組み落札している外資企業もある。  

この入札のハイライトは、ペトロブラス社（30％）、Total（40％）、BP（30％）がコ

ンソーシアムで落札した、ブラジル北部の Fos do Amazonas 鉱区の 57 ブロック（ＦＺ

Ａ－Ｍ－57）で落札額は 345.9 百万米ドルとなり、過去の入札の単独ブロックでは最高

額を記録。パラ州では、Queiroz Galvão と Pacific 社のコンソーシアムが、ペトロブラ

ス社を退け Pará-Maranhão 海盆の PAMA-M-337、PAMA-M-265 ブロックを落札した。  

この入札では、ブラジル北部、東北部の開発に大きな注目が集まった。  
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図表－51 第 1 次～12 次鉱区入札に参加表明した企業数の推移  

 

 

 

 

図表－52 対象地域  
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図表－53 落札者  

  

第 11 次鉱区入札では、入札前から Foz do Amazonas ブロックが注目を浴びたが、そ

の後もカンポス堆積盆やサントス堆積盆に続く開発エリアとして注目される地域となっ

ている。  

開発の一例として、同鉱区周辺の探査の様子を含むいくつかの現場イメージを図表 -54

から 65 に示す。  

 

 

－ 44 －
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図表－54 沖合開発区の距離的イメージ  

 

 

 

図表－55 開発海域の石油会社  

 

－ 45 －
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図表－56 アマパ地域の生産鉱区で将来的に使用される生産設備と支援船  

 

 

 

図表－57 支援船による積み出し作業 

 

 

 

－ 46 －
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図表－58 開発後のロジスティックスのイメージ図  

 

 

 

図表－59 地震探査のイメージ図  

 

 

海底地質の探査  

構造調査  

反 響 音 波 調 査 さ れ る 反 響 波  

反響音波回収装置  

反 響 し て き た 音 波 デ ー タ の 回 収 範 囲

音波発信源  

探査船  
調査支援船  

音波発信  

－ 47 －
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図表－60 アマパ州の地震探査の様子  

 

 

 

 
 

－ 48 －
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図表－61 使用されている探査機器  

 

 
 

  

－ 49 －
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図表－62 3D 分析  

 

 

図表－63 Foz de Amazonas に投入されている探査船ぺルダナ号  

 

 

－ 50 －
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＊アマパ地域では環境保全意識も高く、様々な角度から研究が進んでいる。  

アマパ州のマップの保護地域  

 

 

図表－64 油漏れの場合の油の流れのシミュレーションマップ  

 

－ 51 －
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図表－65 石油掘削廃棄物の輸送・処理サイクル  

 

・支援船による廃棄物の輸送  

・オフショア支援船停泊ポートにおける一時的な保管   

・最終目的地への必要に応じた陸上輸送  （タンクローリー、特殊車両など）  

・処理設備   

 

処理が必要な廃棄物の分類：ブラジルでは以下の 3 つのカテゴリーに分類されている。 

クラス１：掘削土、セメント、油等  

クラス２A：使用済バッテリー、再生不能物資、食糧廃棄物等  

クラス２B：木材系、紙、アルミ缶、プラスティック、ガラス等  

 

■マカパ沖合の探査中の開発ブロック例：  

 

ブロック M-57 M-254 AR AP 

ブロック M-59 M-257 AR AP 

ブロック M-86 M-320 AR AP 

ブロック M-88 M-324 AR AP 

ブロック M-90 M-467 AR AP 

ブロック M-125、M-539 AR AP 

ブロック M-127 AP 

ブロック M-184 AP 

ブロック M-257 AP 

 

 

 

 

 

－ 52 －
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図表－66 ブロックマップ 

 

 

これら開発地域は、マカパや Santana 地域の戦略的事業開発計画と言う位置付けで進

められており、将来的に、修理、メンテナンス、消耗品、および他の一般貨物やサービ

スの提供の支援が必要となるスポットである。  

 

 

図表－67 マカパと Santana の位置関係 

 

 

－ 53 －
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図表－68 マカパの開発ブロックのロケーションと支援船基地のベース候補  

 

 

 

図表－69 支援船基地のイメージ：同上  

 

 

 

－ 54 －
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図表－70 支援船基地の候補となる Santana 港施設及び管理会社  

 

Santana 港には、長さ 60 メートル（水深 10 メートル）、200 メートル（水深 20 メー

トル）、136 メートル（水深 12 メートル）の 3 か所の岸壁あり。総面積は、16500m2

で、15000m2、3570m2、3000ｍ2 の一般貨物用倉庫がある。  

 

図表－71 Oiapoque 市の様子  

 

上記の鉱区マップにある Calçoene の街（環境保全地域）Calçoene は石油探査エリア

から約 237 キロの距離にある  

 

－ 55 －
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図表－72 (参考)アマパ地域における職業訓練の風景 

 

オフショア業界のためのトレーニングの様子、ドリラー、メカニック、電気技師の養

成など、アマパ、ベレン地区の活性化にもつながると期待されている。  

パラ州立大学は、石油工学や海洋工学の専門分野にも力を入れるという。  

 

 

◎第 11 次鉱区入札で、もう一か所注目を浴びたバイア州 Recôncavo堆積盆の鉱区落札者

は以下の通り。ペトロブラスの開発鉱区が多い。  

Setor SREC-12 

REC-T-32 Petrobras (100%) 

REC-T-51 Petrobras (100%) 

REC-T-79 Trayectoria (100%) 

REC-T-50 Petrobras (100%) 

REC-T-52 Petrobras (100%) 

REC-T-59 Trayectoria (100%) 

REC-T-60 Petrobras (100%) 

REC-T-61 Petrobras (100%) 

REC-T-68 Trayectoria (100%) 

REC-T-69 Trayectoria (100%) 

REC-T-70 Petrobras (100%) 

REC-T-78 Trayectoria (100%) 

REC-T-80 Petrobras (100%) 

REC-T-88 Trayectoria (100%) 

REC-T-89 Petrobras (100%) 

REC-T-40 Petrobras (100%) 
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Setor SREC-T4 

REC-T-225 Alvopetro (100%) 

REC-T-169 Alvopetro (100%) 

REC-T-194 Petrobras (40%) Cowan Petróleo e Gás (30%) Ouro Preto (30%) 

REC-T-198 Alvopetro (100%) 

REC-T-208 Petrobras (40%) Cowan Petróleo e Gás (30%) Ouro Preto (30%) 

REC-T-209 Cowan Petróleo e Gás (60%) Petrobras (40%) 

REC-T-225 Petrobras (40%) GDF Suez (25%) Ouro Preto (35%) 

REC-T-239 Petrobras (40%) GDF Suez (25%) Ouro Preto (35%) 

REC-T-240 Petrobras (40%) GDF Suez (25%) Ouro Preto (35%) 

REC-T-253 Petrobras (40%) GDF Suez (25%) Ouro Preto (35%) 

REC-T-254 Petrobras (40%) GDF Suez (25%) Ouro Preto (35%) 

REC-T-256 Alvopetro (100%) 

REC-T-268 Petrobras (40%) GDF Suez (25%) Cowan Petróleo e Gás (35%) 

REC-T-281 Cowan Petróleo e Gás (60%) Petrobras (40%) 

 

 

◎その他：北部、東北部開発鉱区の事例  

 

■ベレン  

ベレンを基地にして開発される可能性があるのは、M-265 鉱区、M-337 鉱区。鉱区か

ら 270 キロメートル前後の地点にある Salinas 市は、供給基地として、企業誘致を期待

しているとの情報もある。  

 

図表－73 Salinas 地域の全景 

 

 

この鉱区を開発するコンセッションは Queiros Galvâo 社で、337 ブロックを 7 千万

レアル、265 ブロックを 1 千万レアルで落札し、生産開始から 35 年の生産権を獲得し

ている。  
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図表－74 ベレン沖鉱区のロケーション  

 

 

図表－75 北部：Ceara 州 Pontiguar 海盆 

 

  

－ 58 －
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(参考 ) 発展が見込まれるセアラの Fortaleza(Pecem 港 )の様子  

◎コンタクト先：  

住所：Esplanada do Pecem,Distrito Pecem 

Tel: 95-3315-1122 

E-Mail: cearaportos@cearaportos.gov.br 

 

◎アクセス 国道 BR222 / BR116 / CE422 

◎港湾面積：25,000ｍ２、倉庫面積：380,000m3、  

◎バース数 2 

－ 59 －
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図表－76 バース情報（長さ 482ｍ、深さ 15.5m）LNG 貨物等 
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図表－77 FSRU 着桟橋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表－78 バース能力：北バース 10 万トン、南バース 17.5 万トン 
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図表－79 バースレイアウト  

 

 
 

 

－ 62 －



 

66 
 

図表－80 港湾側 LNG 受け入れシステム 

 

 

 

図表－81 常駐タグボート 
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（参考）Espirito Santo の港湾事例  

 

図表－82 Espirito Santo 州の海上鉱区  

 

 

（参考）Espirito Santo Vitoria 港  

 

図表－83 バース情報  

［長さ 125m、深さ 12.5m、ドック：最大幅 181m x9.1m］ 
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図表－84 北東部：Aracaju 沖（Sergipe-Alagoas）の開発エリア  
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Aracaju 港の様子  

 

図表－85 Aracaju 港 Terminal Marítimo Inácio Barbosa 

 

 

◎港湾設備  

沖合 550 メートルに防波堤あり、バースは、長さ 331 メートル、幅 17 メートル。水

深 9.50 メートル。  

クレーン：250 トン。シップローダー有り（能力：120m3/h）  

 

（2）第 12 次鉱区入札  

第 12 次鉱区入札は、2013 年 11 月に実施された。  

対象鉱区は、Acre, Parana, Parnaiba, Parecis, Reconcavo, Sergipe-Alagoas, San 

Francisco の各地域の 240 ブロック、163,905 平方キロメートルである。  

 

図表－86 第 12 次入札の対象鉱区  
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◆入札結果  

入札結果について、ペトロブラスが単独あるいはパートナーシップを組んで落札した

のは 49 ブロック。22 ブロックがコンソーシアムによる落札となっており、その内 16

ブロックをペトロブラスがオペレートする。落札額は、総額 143 百万レアル（72 千万ド

ル）（内 20 万レアルはパートナー負担）である。ペトロブラスは、今回調査の対象とし

た北東部の Sergipe-Alagoas や Reconcavo にあるブロックなど自身が既に生産を行って

いるブロックの近隣鉱区を多く落札することにより既存設備の共用によるシナジー効果

を狙ったとしている。240 ブロックの内、応札されたのは 72 ブロックに止まったが、

ANP(国家石油庁 )としては、未落札の鉱区については、引き続き調査を進めデータの精

度を高めて 13 次以降の入札に備える予定。その際の入札対象鉱区の中には、19 か所の

ガス田鉱区も含まれており、そのうち 16 鉱区が 32 百万ドル相当で落札されている。  

ペトロブラス以外では、Cowan、Petra Energy、Tucumann、Copel、Bayar、Geopark、

Trayectria、New Oil などの企業が落札している。  

 

◆第 12 次鉱区入札時の北部・北東部鉱区落札者リスト・権益保有率  

 

◎  Sergipe-Alagoas 堆積盆  

Setor SSEAL-T2 

SEAL-T-112 Petrobras (100%) 

SEAL-T-118 Trayectoria (100%) 

SEAL-T-142 Petrobras (100%) 

SEAL-T-143 Trayectoria (100%) 

SEAL-T-154 Trayectoria (100%) 

SEAL-T-155 Trayectoria (100%) 

SEAL-T-165 Petrobras (100%) 

SEAL-T-177 Petrobras (100%) 

Setor SSEAL-T3 

SEAL-T- 229 Petrobras (100%) 

SEAL-T-268 Geopark (100%) 

SEAL-T-280 Nova Petróleo (50%) Petrobras (50%) 

SEAL-T-198 Petrobras (100%) 

SEAL-T-208 Petrobras (100%) 

SEAL-T-279 Nova Petróleo (50%) Petrobras (50%) 

SEAL-T-291 Nova Petróleo (50%) Petrobras (50%) 

SEAL-T-292 Nova Petróleo (50%) Petrobras (50%) 

Setor SSEAL-T4 

SSEAL-T-345  Nova Petróleo (50%) Petrobras (50%) 

SEAL-T- 346 Nova Petróleo (50%) Petrobras (50%) 

SEAL-T-359 Petrobras (100%) 

SEAL-T- 360 Nova Petróleo (50%) Petrobras (50%) 
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SEAL-T-372 Petrobras (100%) 

SEAL-T-383 Petrobras (100%) 

SEAL-T-384 Petrobras (100%) 

Setor SSEAL-T5 

Blocos 

SEAL-T-420 Petrobras (100%) 

 

◎  Recôncavo 堆積盆（バイア州）  

Setor SREC-12 

REC-T-32 Petrobras (100%) 

REC-T-51 Petrobras (100%) 

REC-T-79 Trayectoria (100%) 

REC-T-50 Petrobras (100%) 

REC-T-52 Petrobras (100%) 

REC-T-59 Trayectoria (100%) 

REC-T-60 Petrobras (100%) 

REC-T-61 Petrobras (100%) 

REC-T-68 Trayectoria (100%) 

REC-T-69 Trayectoria (100%) 

REC-T-70 Petrobras (100%) 

REC-T-78 Trayectoria (100%) 

REC-T-80 Petrobras (100%) 

REC-T-88 Trayectoria (100%) 

REC-T-89 Petrobras (100%) 

REC-T-40 Petrobras (100%) 

Setor SREC-T4 

REC-T-225 Alvopetro (100%) 

REC-T-169 Alvopetro (100%) 

REC-T-194 Petrobras (40%) Cowan Petróleo e Gás (30%) Ouro Preto (30%) 

REC-T-198 Alvopetro (100%) 

REC-T-208 Petrobras (40%) Cowan Petróleo e Gás (30%) Ouro Preto (30%) 

REC-T-209 Cowan Petróleo e Gás (60%) Petrobras (40%) 

REC-T-225 Petrobras (40%) GDF Suez (25%) Ouro Preto (35%) 

REC-T-239 Petrobras (40%) GDF Suez (25%) Ouro Preto (35%) 

REC-T-240 Petrobras (40%) GDF Suez (25%) Ouro Preto (35%) 

REC-T-253 Petrobras (40%) GDF Suez (25%) Ouro Preto (35%) 

REC-T-254 Petrobras (40%) GDF Suez (25%) Ouro Preto (35%) 

REC-T-256 Alvopetro (100%) 

REC-T-268 Petrobras (40%) GDF Suez (25%) Cowan Petróleo e Gás (35%) 

REC-T-281 Cowan Petróleo e Gás (60%) Petrobras (40%) 

－ 68 －
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Bacia do Parnaíba（ピアウイ州）  

Setor SPN-O 

PN-T-597 Geopark (100%) 

Bacia do Acre（アクレ州：内陸）  

Setor SAC 

AC-T-8 Petrobras (100%) 

 

◎港湾機器需要の観点から、北部及び東北部の石油開発と一般貨物を含めた港湾建設計

画の動向は、以下の通り。  

 

Amazonas 

＊Amapa 中期の開発動向に注目  

＊Total 社は、2013 年に ANP(国家石油庁 )が実施した入札で獲得している Amazonas

堆積盆内の海洋鉱区の石油掘削用設備のニーズあり (2015 年時点 ) 

 

Barcarena 近郊（穀物関係）  

＊Bunge 社、穀物輸出拡大に向けて新規航路を開設予定  

米系企業 Bunge 社は、マットグロッソ州からの大豆や小麦製品の輸送を計画  

 

Sergipe –Alagoas 

＊Sergipe-Alagoas 海盆の Moita Bonita 海域が有望。  

 

ペトロブラス社は、Sergipe-Alagoas 海盆で権益を取得している BM-SEAL-10 ブロッ

ク の Moita Bonita 地 域 で 試 掘 中 。 Sergipe 州 沖 82 キ ロ メ ー ト ル 、 Moita 

Bonita1-BRSA-1088-SE(1-SE-168)油田から約 5 キロメートルの地点の水深 2790 メー

トルに位置している。  

＊また、Sergipe-Alagoas 海盆の深海鉱区にある BM-SEAL-4 ブロックの Verde 油田

も掘削中。Aracaju 沿岸から 58 キロメートルの地点に位置する Poço Verde 1 とし

て知られるこの坑井は、有望油田としての可能性を秘めているという。ペトロブラ

ス社は、BM-SEAL-4 ブロックの 75%を保有するオペレーターで、残り 25%をイン

ドの ONGC 社が保有している。  

 

Paranagua 

＊Antonina 港の肥料貨物扱いが増えており、大型船入稿のための大幅浚渫の動きあり。 

 

 

北東部の動向  

Potiguar 

✓ペトロブラスは、大水深の Potiguar 鉱区にある最初の試掘油井 1-BRSA-1205-RNS 

(1-RNS-158)の掘削を進めている。通称 Pitu と呼ばれるこの鉱区は、水深 1,731 メート

－ 69 －



 

73 
 

ル、リオ・グランデ・ド・ノルテ州の沿岸から 55 キロメートルの地点にある。  

 

Espirito Santo 

Brigadeiro 海域の 1886 メートルの水深にある Pudim と呼ばれるこの坑井も、有望鉱

区として報告されている。Brigadeiro 海域は、エスピリトサント州の Vitoria 沖合 121

キロメートルに位置しており、65%の鉱区開発権を持つペトロブラス社がオペレーショ

ンを行っている。残り権益は Shell Brasil Petroleo 社が 20％、Inpex Petroleo Santos

社が 10%を保有しており、日本の石油会社が両坑井の開発に関与している。  

 

＊ペトロブラス社は、通称 Lontra と言う名前で知られている坑井を掘削中。水深は

1319 メートル。Golfinho 鉱区にあるこの坑井は、エスピリトサント州の Vitoria 沖

81 キロメートルに位置している。Golfinho 鉱区は、ペトロブラス社が開発権の

100％を保有。  

 

Suape 

ペルナンブーコ州にあるスアぺ工業公団は、港湾局との間で、23 億レアルの投資が見

込まれる 2 か所のターミナルの入札について交渉を始めたが、景況感の変化で見通しは

まだ立っていない。  

 

Bahia 州  

バイア州南部 (Porto Sul da Bahia)のターミナル開発でブラジル環境・再生可能天然

資源院（IBAMA）が許認可の方向。  

Dow Brasil Indústria e Comércio de Produtos Químicos Ltda. 社 は Dow 

Aratu-Bahia 海上ターミナルと呼ばれる民間ターミナルに液体バルクを扱う港湾設備を

建設する計画を持っている（2015 年時点）。  

 

 

2．2 開発状況  

 

■世界の掘削市場等  

今月、イギリスのクラークソン研究所は、2015 年に発見された鉱区や掘削数、生産設

備数などの新規契約およびチャーター率の大幅な減少があったことを報告している。  

 

  

－ 70 －
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図表－87 石油鉱区開発産業の減速：2014 年～2015 年 

 

 

 

  

世界の生産鉱区数  商業生産開始鉱区数  

開発の最終投資決定件数の減

少。油価の下落で、 2015 年度

に行われた投資決定は 40件で、

前年度から 49%減少した。  

新規発見鉱区  

開発ライセンスの発給数

石油価格の下落により開発市

場には大きなブレーキがかか

ったが、既申請済の案件に対す

る許可も含まれライセンスの

発給数自体はわずかだが増加

した。  

Platform と WCT(ウェットツリー )数  

設備  

現況  水深  

生産中の鉱区  

開発中の鉱区  

用船料例  

支援船  

ポンド  

掘削船  
深海用  
ドル  

2015 年度は、掘削船の需

要が 21%減少し、市場に

ある 711 隻の内の 560 隻

が用船されている。世界

にある掘削船の 76%。  

2015 年 2 月時点の、ブラジ

ルエネルギー社がまとめた

世界の状況。  

－ 71 －
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図表－88 開発鉱区エリアの推移と鉱区開発数ランキング  

 

 

 

◎鉱区開発数のランキング（2015 年 7 月時点）  

◎開発鉱区エリア（面積）の推移  

2015 年 7 月時点  
平方キロメートル  

－ 72 －
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鉱区開発の状況  

鉱区名  S. 発見  開始  
石油生産量  

(バレル /日 )  
ガス生産量  
(㎥ /日 ) .

会社名  ％  

注 :  2015 年 8 月の平均生産量、 *オペレーター 1 Tartaruga Mestiça と共有鉱区 2 Ｓ（状況）：  D-開発  P –生産  F-閉鎖  

－ 73 －
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図表－89 ブロック返却数の推移  

 

 

 

 

  

◎各堆積盆の返却ブロックの推移：2015 年 11 月時点  

◎ブロック返却数の推移：2005 年から 2014 年末  

－ 74 －
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図表－90 各堆積盆の地質調査数の推移  

 

 

図表－91 サントス堆積盆のプレサル鉱区における掘削数  

 

◎各堆積盆の地質調査数の推移：2D/3D/4D 

2015 年 7 月時点  

－ 75 －
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2015 年度の掘削地域は、前年度に比べ 32%減少。カンポス堆積盆は、20%の落ち込み。

昨年度は、11 月までに 93 か所の掘削が行われたが、これは前年度より、44 か所少なく

32%の減少。  

 

図表－92 堆積盆別掘削数（2014 年度からの減少率）  

Terra / Mar  Bacia Novos poços Diferença 

(2015-2014) 

%

MAR 

(海上) 

 Santos 46 0 0,00%

 Potiguar 2  -33,33%

 Espírito Santo 6 -5 -45,45%

 Sergipe 4 -6 -60,00%

 Campos 35 -32 -47,76%

 Total 93 -44 -32,12%

TERRA 

(陸上) 

 Potiguar 332 130 64,36%

 Parnaíba 29 16 123,08%

 Parecis – Alto 

Xingu 

2 1 100,00%

 Amazonas 2 0 0,00%

 Alagoas 7 -7 -50,00%

 Solimões 4 -8 -66,67%

 Sergipe 46 -9 -16,36%

 Espírito Santo 28 -10 -26,32%

 Recôncavo 39 -25 -39,06%

 Total 489 88 21,95%

 

 

 

 

  

－ 76 －
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図表－93 オフショア海域で掘削された坑井数と割合  

 

  

◎オフショア海域で掘削された坑井数  

◎深度別掘削の割合  

N/A 

浅い水深  

深い水深  

超深海  
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図表－94 堆積盆別掘削数（2014 年度からの減少率）  

Terra / Mar  Bacia Novos poços Diferença 

(2015-2014) 

%

MAR 

(海上) 

 Santos 46 0 0,00%

 Potiguar 2  -33,33%

 Espírito Santo 6 -5 -45,45%

 Sergipe 4 -6 -60,00%

 Campos 35 -32 -47,76%

 Total 93 -44 -32,12%

TERRA 

(陸上) 

 Potiguar 332 130 64,36%

 Parnaíba 29 16 123,08%

 Parecis – Alto 

Xingu 

2 1 100,00%

 Amazonas 2 0 0,00%

 Alagoas 7 -7 -50,00%

 Solimões 4 -8 -66,67%

 Sergipe 46 -9 -16,36%

 Espírito Santo 28 -10 -26,32%

 Recôncavo 39 -25 -39,06%

 Total 489 88 21,95%

 

 

図表－95 ペトロブラス社が用船中の掘削船分類  

 

  

－ 78 －
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図表－96 ペトロブラス社の掘削船数と用船相手  

 
 

  

◎ペトロブラス社が深海鉱区でオペレート中の掘削船数  

ペトロブラス社の掘削船用船相手  

－ 79 －
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図表－97 ペトロブラス社向け掘削船リストと用船料  

 

  

 
オペレーター  船名  タイプ  深度（フィート）  契約開始年月  契約終了年月  用 船 料 （ 千 米 ドル）

－ 80 －
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図表－98 2014 年上期現在の確認埋蔵量 

 
 

 

図表－99 州別確認埋蔵量  

 

  

州別確認埋蔵量（百万バレル）：各年末時点  

－ 81 －
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2．3 生産状況  

図表－100 商業生産登録数の推移  

商業生産の登録数：2006 年～2015 年 7 月時点まで。市場の落ち込みで、スタートの先送りが増加 

 
 

国家石油監督庁（ANP）によると、今年 1 月時点の生産量が 7.1%減少し、235 万 3

千バレルとなった。主な原因は、ペトロブラス社の 2 基の生産設備がメンテ工事で急死

したことによるとしている。ガス生産量も入れた、石油換算量では 295 万 9 千バレル昨

年 1 月時点との比較では 3.9%の減少。  

プレサル鉱区からの生産量は、石油 82 万 3 千バレル、ガス 3280 万立方メートル、石

油換算では 102.9 万バレルになった。1 月、Lula 鉱区は 40.4 万バレル、ガスが 1930 万

立方メートルを生産しており、いずれも、プレサル鉱区では最大の生産量で、Cidade de 

Mangaratiba により生産された。  

 

■2014 年時点の確認埋蔵量と生産量の推移は図表 -101 に示される。  

 

図表－101 2014 年上期現在の確認埋蔵量  

 

－ 82 －
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図表－102 2015 年第 1 四半期までの生産量の推移  

 
 

 

図表－103 石油年間日産量  

 

 

カンポス

サントス  

その他

堆積盆

生産増減率  

生産量  

 

生産増減率

生産量  
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■ガスの生産状況  

2015 年度、ペトロブラス社は。ガス  平均日産量 4493 万立方メートルを生産し、ボ

リビアから日量 3200 万立方メートルを輸入した。  

 

図表－104 Guanabara 湾の LNG ターミナル  

 

◎2015 年 5 月～10 月までの石油生産量（州別）  

－ 84 －
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図表－105 ガスの確認埋蔵量の推移：2005 年～2014 年  

 

  

各年度末の埋蔵量。百万立方メートル  

＊ 3：Roncador, 3：Caravel,4：Tubarao:,5：Sapinhoa 

－ 85 －
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図表－106 ガスの平均日産量  

 
 

 

 

生産増減率

生産量  

カンポス

サントス

その他

生産量

余裕量  

生産増減率

生産量  

－ 86 －
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◎各州別生産量の推移：2006 年から 2015 年 11 月時点：千バレル  

◎2015 年 5 月～10 月までのガス生産量（州別）  千㎥ /日

－ 87 －
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図表－107 ブラジルの国内石油の生産者及び鉱区開発数ランク（2015 年）  

 

石油生産者ランク（2015 年）：バレル /日  

海上ガス生産鉱区ランク  

（2015 年 11 月時点）  

陸上ガス生産鉱区ランク  

（2015 年 11 月時点）  

海上石油生産鉱区ランク  

（2015 年 11 月時点）  

－ 88 －
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◎鉱区開発数のランキング（2015 年 7 月時点）  

－ 89 －
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図表－108 ブラジルで開発を行う企業とその開発鉱区数  

 
  

◎ブラジルで開発を行う企業と 2006 年以降の開発鉱区数の推移（2015 年７月時点）  

－ 90 －
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（参考）ロシア企業のブラジル進出  

ロシア：ブラジル北部 Amazonas 州のガス開発に力を入れ始めている。ロシアの Rosneft

社は、昨年 PetroRio 社から購入した Solimoes 堆積盆の開発に着手、最近、国家石油監

督庁（ANP）から 7 鉱区 (+8 鉱区のオプション付き )の検査掘削の許可を取得した。ロシ

ア企業によるブラジル石油ガス鉱区開発分野への参入は、2011 年時点の TNK-BP 社（前

者はロシア、後者は英系）の合弁事業としてスタート、当時 HRT 社が保有していた開

発権益の 45%を購入した事が発端となっている。その後、Rosneft 社が HRT 権益の残

り 55%を取得、現在、Rosnweft 社が主導権を握り 16 ブロックの開発権を手に入れてい

る。Amazonas 堆積盆の開発では、ガスの輸送手段が課題となっており、既に、ペトロ

ブラス社が Urucu 鉱区からマナウスまでのパイプラインを利用したガス輸送を行って

いるが採算に見合っていないと報告されている。今後、ペトロブラス社と Rosneft 社双

方が協力し、この地域のガスの効率的な輸送手段の考案や液化天然ガス（LNG）として

の輸送、あるいは現場地域における発電利用等を検討すべきとの話も聞かれる。  

 

  

－ 91 －
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2．4 輸出入動向  

石油とガスの輸出入動向  

 

図表－109 ブラジルの石油とガスの輸出入と金額の推移  

 
 

◎石油の輸入  

図表－110 石油の輸入推移  

 
  

（2007 年～2015 年 11 月時点予想） :2014 年第 2 四半期からの減少が大きい  

2014 年から 2015 年 11 月時点予想  

－ 92 －
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◎ガスの輸入  

 

図表－111 ガス輸入・販売価格の推移 

 
 

 

図表－112 ガス輸入の推移  

 

（2006 年～2015 年 11 月時点予想）：輸入量も経費も増加  

2006 年から 2015 年（ガス価格＋輸送費：米ドル /MMBTU）  

（ガス価格＋輸送費用：米ドル・MMBTU）  

Naciona:国内一般販売（国内税込）  
Termico:発電所向け価格  
Importado:輸入価格  

－ 93 －
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